様式第2号(第6条関係)

［第3条第1項第2号路線］

年　　月　　日

酒田市長　　　　宛
住所又は所在地
商号又は名称
申請者　代表者職・氏名　　　　　　　　　　
担当者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅメールアドレス
バス路線維持費補助金交付申請書
酒田市バス路線維持費補助金交付要綱第６条の規定に基づき、次のとおり事業実績を報告するとともに、補助金の交付を申請します。
なお、必要に応じて弊社の市税納税資料を、バス路線維持費補助金の交付要件及び交付金額の審査のために使用することに同意します。
また、本申請を行うにあたり、以下の誓約事項に相違ないことを誓約し、これらが事実と相違することが判明した場合には、補助金等の交付の決定の全部又は一部が取り消されることについて同意するとともに、誓約事項の確認のための山形県警察本部への照会に必要な申請者情報を使用することに同意します。

○暴力団排除に関する誓約事項

私（法人である場合にはその役員、その支店又は営業所の代表者その他これらと同等の責任を有する者を、法人以外の団体である場合には代表者、理事その他これらと同等の責任を有する者をいう。）は、この度の申請を行うに当たり、次のいずれにも該当しません。

(1)　暴力団員等（酒田市暴力団排除条例第2条第3号に規定する暴力団員及び暴力団員でなくなった日から5年を経過しない者をいう。以下同じ。）であること。また、申請者が法人又は法人以外の団体である場合は、暴力団（酒田市暴力団排除条例第2条第1号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）であること。

(2)　暴力団又は暴力団員等が経営に実質的に関与していること。

(3)　自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用する等していること。

(4)　暴力団又は暴力団員等に対して資金等を供給し、又は便宜を供与する等、直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していること。

(5)　暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していること。

バス路線維持費補助金に係る事業実績書
1　交付を受けようとする補助金の額
	運行系統数
	補助金の額

	　
	千円


2　補助金の交付を受けようとする理由
3　バス利用拡大対策及び運行経費節減対策の状況
4　申請事業者の概要等

	補助対象期間の損益状況
	乗合バス事業

	
	営業収益
	千円
	営業外収益
	千円
	経常収益
	千円

	
	営業費用
	千円
	営業外費用
	千円
	経常費用イ
	千円

	
	営業損益
	千円
	営業外損益
	千円
	経常損益
	千円

	乗合バス事業の補助対象期間の実車走行キロ　ロ
	km
	　
	経常収支率
	％

	
	
	　

	乗合バス事業者のキロ当たり経常費用
イ÷ロ＝ハ
	　　　円　　　銭
	

	地域キロ当たり標準経常費用　ニ
	　　　円　　　銭
	

	キロ当たり補助対象経常費用(ハ又はニのいずれか少ない方の額)　ホ
	　　　円　　　銭
	


注)　乗合バス事業の収益、費用及び実車走行キロについては、高速バス及び定期観光バス等を除くこと。

5　運行系統の概要及び補助申請額

	番号
	運行系統名
	運行系統
	系統キロ程
	運行回数
	輸送人員
	実車走行キロ

ヘ
	補助対象経常費用

ホ×ヘ＝ト
	経常収益

チ

	
	
	起点
	主な経由地
	終点
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	往・km
	・km
	回
	　
	km
	円
	円

	
	
	
	
	
	復・km
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	往・km
	・km
	回
	　
	km
	円
	円

	
	
	
	
	
	復・km
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	往・km
	・km
	回
	　
	km
	円
	円

	
	
	
	
	
	復・km
	
	
	
	
	
	

	合計
	系統
	　
	　
	　
	往・km
	・km
	　
	　
	km
	円
	円

	
	
	
	
	
	復・km
	
	
	
	
	
	


	番号
	補助対象経常費用から経常収益を控除した額

ト－チ＝リ
	市町村名
	補助申請額

	
	
	負担キロ程
	

	
	
	負担額
	

	　
	円
	　
	　
	　
	千円

	
	
	　・　km
	　・　km
	　・　km
	

	
	
	千円
	千円
	千円
	

	　
	円
	　
	　
	　
	千円

	
	
	　・　km
	　・　km
	　・　km
	

	
	
	千円
	千円
	千円
	

	　
	円
	　
	　
	　
	千円

	
	
	　・　km
	　・　km
	　・　km
	

	
	
	千円
	千円
	千円
	

	合計
	円
	　
	　
	　
	千円

	
	
	　・　km
	　・　km
	　・　km
	

	
	
	千円
	千円
	千円
	


(記載要領)

1　補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している事業者にあっては、一般旅客自動車運送事業会計規則に従って補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を補助対象期間の損益状況欄に記載すること。
2　補助対象期間の損益状況の欄中路線バス事業と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分は、昭和52年5月17日付け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号によること。
3　補助申請に係る運行系統の概要及び補助申請額は、系統ごとに申請番号を変えて記載すること。
4　経常収支率については、％以下第2位(第3位以下四捨五入)まで算出して記載すること。
5　地域キロ当たり標準経常費用は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。
6　計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。
7　キロ当たり補助対象経常費用は、銭未満については切り捨てること。
8　実車走行キロは、小数点第1位(第2位以下切り捨て)まで算出して記載すること。
9　系統キロ程については、小数点第1位(第2位以下切り捨て)まで算出し、往・複のキロ程が異なる系統については、平均値も記載すること。

(添付書類)

1　補助対象期間に係る旅客自動車運送事業等報告規則第2条第2項の事業報告書及びこれに関連する必要な事項を記載した書類
2　補助対象期間に係る「運行系統別輸送実績及び平均乗車密度算定表」(補助対象路線に係るものに限る。)
1

